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兵庫教育大学教職キ ャ リ ア開発セ ンタ ー ・ ボラ ンテ ィ ア活動支援部門でおこ な っ ている不登校児童生従支援 ボラ ンテ ィ

ア行事 「子 ども フ ェ ス タ」 を通 じ て向上す る教員の資質能力 についての調査 を、 平成26年度に引き続き おこ な っ た。 こ の

イ ベ ン ト は適応指導教室や フ リ ース ク ールに通う 不登校の子 ども た ち を大学に招待 し、 遊 びや運動な どを通 じ て学生 と子

ども た ち と の交流 を図 る も のであ る。 1 日のイ ベ ン ト ではあ るが、 ボラ ンテ ィ アの学生たちは約 3 ヵ月間、 企画運営や準

備 にかかわっ て い る。 こ のイ ベ ン ト を通 じ て どのよ う な教員 の資質能力 が向上 し たかを知 る ために、 イ ベ ン ト 前後に質間

紙によ る ア ンケ ー ト 調査 と 、 参加学生 4 名に対す る個別イ ンタ ビュ ーを実施 し た。 教員の資質能力の項目は、 兵庫教育大

学の策定す る 「教員養成ス タ ンダー ド」 のう ちイ ベ ント に関連す る23項目 を用いた。 イ ベ ン ト 前後での得点差 を分析 し た

結果、 項日 3 「集団での活動において、 リ ーダー シ ッ プを発揮す るこ と がで き る」 において有意な傾向が認め ら れた以外

は、 どの項目 にお い て も有意差は認め ら れな かっ た。 し か し イ ン タ ビュ ーでは、 リ ー ダー シ ッ プ、 不登校の子 ど も への対

応、 子 ども た ち の関係性 な どに対す る さ ま ざま な気づ き や学 びが見 ら れた。 有意差が出 な かっ た ひと つの要因 と し て、 今

回の参加者は低年次生が多 く 、 自 らの経験を教員の資質能力 と し て言語化 ・ 分節化で き ていないこ と が考え られる。 こ の

ため 「教員養成ス タ ンダー ド」 を尸度 と し て用いた調査方法それ自体 を、 今後改善 し てい く 必要があ る。 一方、 今年度は

学生向けに不登校間題の研修を事前に開催 し たが、 こ の会への参加の有無 と 「不登校の間題について知 るこ と ができ た」

と いう 達成感 と は比較的強い正の相関が見られた。 

キーワー ド : ボラ ンテ ィ ア活動 教員養成ス タ ンダー ド 教員の資質能力 不登校児童生従支援 自己評価

Key words : volunteering activities, teacher training standards, teachers' competencies, support for children absent from school 
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1 . は じ めに

1.1 本研究の背景

兵庫教育大学教職キ ャ リ ア開発 セ ン タ ー ・ ボラ ンテ ィ

ア活動支援部門では、 年に一度不登校児童生徒 を大学に

呼 び、 学生 と 子 ど も た ち と の交流 を お こ な う イ ベ ン ト

「子 ど も フ ェ ス タ」 を開催 し てい る。 こ のイ ベ ン ト は、

平成17年度に文部科学省現代的教育ニーズ取組支援 プロ

グラ ム (現代 GP) で採択 さ れた プロ ジェ ク ト 「学生参

加 に よ る 不 登 校支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業」 (Network 

Association for Non-Attendance Children Support、 通称

「NANA つ く す」 ) のひと つ と し て実施 さ れて き たが、

「NANA つく す」 事業の終了後は、 教職キ ャ リ ア開発セ

ン タ ー ・ ボラ ンテ ィ ア活動支援部門が事業 を引 き継いで

い る。 こ のイ ベ ン ト は、 学生たちが不登校児童生徒にふ

れ合 う 貴重な機会と な っ てお り 、 また適応指導教室やフ

リ ース ク ールな ど、 行政と 民間の組織が大学 を通 じ て交

流す る点にも特色があ る。 こ のイ ベ ン ト 前後で、 教貝 を

日指す学生たちの教貝の資質能力に対す る 自己評価がい

く つかの項目におい て変容す るこ と 、 そ し てこ のよ う な

イ ベ ン ト を主催す る大学側の ア カ ウ ン タ ビリ テ イ と し て

の検証の必要性 を、 著者 らは別稿にて示唆 し た (横山他

2015) 。 こ のよ う な間題意識 を も と に、 今年度の 「子 ど

も フ ェ ス タ」 に参加 し た学生たちに対 し て も、 教員の資

質能力の変容について、 同様のア ンケー ト 調査 をおこ な っ

た。 さ らに今年度は、 参加学生 4 名への個別イ ンタ ビュ ー

を実施 し た。 こ れらの調査 を も と に、 学生の不登校支援

ボラ ンテ ィ ア活動 と 教員の資質能力 と の関連につい て本

稿では考察す る。 なお、 教員 の資質能力 につい ては、

「兵庫教育大学教員養成ス タ ンダー ド」 (以下教員養成ス

タ ン ダー ド ) 50項目のう ち、 イ ベ ン ト に関連す る23項目

を尺度 と し て用い た (表 1 参照) 。 教員養成ス タ ン ダー

ドは現在の と こ ろ研究目的で は用い ら れてい ない ため、

教貝養成ス タ ン ダー ド を運営す る 「兵庫教育大学教貝養

成ス タ ン ダー ド運営室」 に、 研究利用での許可 を事前に

* 兵庫教育大学教職キ ャリ ア開発セ ンタ ー 特命准教授 * * 兵庫教育大学教職キ ャリ ア開発セ ンタ ー ポラ ンテ イ ア活動指導員

* * * 兵庫教育大学大学院教育内容 ・ 方法開発専攻行動開発系教育 コ ース 准教授
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表1 

横 山 香 赤 松 幸 子

兵庫教育大学教員養成ス タ ン ダー ド

村 _ 明

(小学校版) 

生 森 田 啓 之

50項目 と本研究で用いた23項目

大項日 中項目 l N O. 本
項

研

日

究

番

で

号

のl 小項目 

学び続ける 

教師 

省察的実践 l 1 項目1 l 常に自らの学び を省察し、課題 を見つけて改善することができる 

研 究を通した専門性向上 l 2 研 究活動を通じて絶えず自らの専門性の向上を図ることができる 

長期的視野に立つ職能成長 l 3 l 長期的視野に立って、 自らの職能成長 を図ることができる 

教師としての 

基本的素養 

社会人としての素養 

4 項目2 l 言葉づかい、挨拶、礼儀、マナーなどの社会人としての常識を身につけている 

5 項目3 l 集団での活動において、リーダーシップを発揮することができる 

6 l 自らのストレスと身体の健康を適切に自己管理することができる 

7 l 日本及び外国の文化・歴史、環境問題、平和問題等についての幅広い知識を持っている 

教師としての素養 

8 l 教師としての使命感 を持ち、その役割と職務内容を理解している 

9 l 教育に関する社会的・制度的事項を理解し、現代の学校教育の課題を把握することができる 

10 l 教育の理念・歴史・思想について理解し、自らの教育観を深めることができる 

11 l 教育課程の意義や編成の方法について基本的事項を理解している 

12 項目4 l 子どもに対して正しくわかりやすい言葉づかいができる 

13 項目5 l 学校生活の様々な場面で子どもの興味・関心・意欲を喚起するための工夫を行うことができる 

14 項目6 l 人権を尊重しながら子どもにかかわることができる 

15 項目7 l 子どもの安全管理に関する基礎的知識を有し、指導に活かすことができる 

16 項目8 l 素直に他の教師に相談するとともに、他の教師の意見に対して謙虚に耳を傾けることができる 

17 l 主な情報通信機器の利用方法を理解し、教育活動に活かすことができる 

18 項目9 l 自らが学校組織の一員であることを理解し、組織内での自らの役割を自覚している 

子ども理解に 

基づく 

学級経営・ 

生徒指導 

子ども理解 

19 項目10 l 子どもの発達に関する基礎的知識を有し、子ども一人ひとりの理解に活かすことができる 

20 項目11 l 子ども一人ひとりの特性や心身の状況を生活環境や生育歴を含めて多面的にとらえることができる 

21 項目12 l 子ども同士の関係や仲間集団を把握し、指導に活かすことができる 

22 項目13 l 公平かつ受容的・共感的な態度をもって子どもとかかわることができる 

23 項目14 l 特別支援教育に関する基礎的知識を有し、子どもの指導や支援に活かすことができる 

学級経営 

24 l 学級担任の役割と職務内容に関する基礎的知識を持っている 

25 l 学級経営案の意義を理解し、作成することができる 

26 項目15 l 子どもとの信頼関係の重要性を認識 し、その構築に努めることができる 

27 項目16 l 教室掲示や座席配置を工夫するなど、子どもが生活や学習をしやすいよう教室環境を整えることができる 

生徒指導 

28 項日17 l 子どもの基本的生活習慣の重要性を理解し、指導を行うことができる 

29 項日18 l 学校の規則や子どもが自分たちで作った決まりを守ることの大切さについて指導することができる 

30 項日19 l 子どもの問題行動の背景を多面的にとらえ、対応方法を考えることができる 

31 l 教育相談の意義、理論や技法に関する基礎的知識を持っている 

32 l キャリア教育の意義を理解し、その指導に必要な理論や方法に関する基礎的知識を持っている 

教科等の 

指導 

内容理解 

33 l 学習内容の系続性や各学年間のつながり等を含め、学習指導要領の主な内容を理解している 

34 l 教科等の内容に関する専門的知識を有し、実際の指導に活かすことができる 

35 l 教材の内容について分析・解釈し、適切な教材の準備を行うことができる 

36 項目20 l 子どもの実態や地域の特色に合わせて教材・教具に工夫を加えたり、新たな教材・教具を開発したりすることができる 

授業方法・指導技術 

37 l 主な学習指導方法の長所と短所を理解したうえで、学習の場面に応じて適切な指導方法を選択することができる 

38 l 各教科等の内容に即した指導方法について理解し、活用することができる 

39 l 板書、発問、指示の仕方など授業を行ううえでの基本的な指導技術 を身につけている 

40 項日21 l 学習内容の習熟の程度などを踏まえて、個に応じた指導を試みることができる 

41 項日22 l 子どもの多様な思考を生かしながら、子どもの協同的な学習 を促すことができる 

42 項日23 l 授業中の子どもの学習状況や発言に配慮し、柔軟な授業展開を試みることができる 

授業計画 
43 l 各教科等の年間指導計画の内容を理解し、自己の単元計画や本時案に反映させることができる 

44 l 単元計画と子どもの実態を踏まえ、学習指導案を作成することができる 

授業研究 l 45 授業研究の重要性を理解するとともに、積極的に取り組むことができる 

学習評価 l 46 l 子どもの学習に対する主な評価の方法を理解し、学習指導に活かすことができる 

連携・協働 

他の教師との連携・協働 
47 l 子どもに関わる情報を他の教師と共有する姿勢を持っている 

48 l 様々な場面で他の教師と協働する姿勢を持っている 

保護者・地域等との 

連携・協働 

49 l 学校と保護者・地域・他の専門家・他校種との連携の重要性や役割分担について理解している 

50 l 保護者や地域の声に耳を傾け、誠実に対応する姿勢を持っている 
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得た

1.2 

不登校児童生徒支援ボラ ンテ ィ ア行事 を通 じた教員の資質能力の向上についての考察 ( 2 ) 

0

「子ど も フ ェ ス タ」 と 教員の資質能力 と の関連

前回の調査よ り

昨年度の調査は、 「不登校児童生徒支援 ボラ ンテ ィ ア

行事 を通 じ た教員の資質能力の向上についての考察」 と

題 し た論文 (横山他 2015) にま と めてい る。 以下にそ

の結果を簡単に記述する。 平成26年度第17回 「子ども フ ェ

ス タ」 に参加 し た学生は45名で、 イ ベ ン ト の前後におこ

な っ た ア ンケ ー ト に 2 度 と も回答 し た26名につい て、 学

年、 性別、 希望進路、 ボラ ンテ ィ ア経験、 不登校児童生

徒 と のかかわり 、 「子 ど も フ ェ ス タ」 への参加回数お よ

び関与の程度、 イ ベ ン ト 参加の動機や達成感、 教貝の資

質能力の自己評価について質問 し た。 その結果、 イ ベ ン

ト 前後において有意差が見 ら れた教貝の資質能力は項目

6 「人権を尊重 し ながら子 どもにかかわるこ とができ る」、

項目 7 「子 ども の安全管理に関す る基礎的知識 を有 し、

指導に活かすこ と がで き る」、 項目10 「子 どもの発達に

関す る基礎的知識 を有 し 、 子 ども一人ひと り の理解に活

かす こ と がで き る」、 項目11 「子 ども一人 ひと り の特性

や心身の状況 を生活環境や生育歴を含めて多面的にと ら

え るこ と がで き

況や発言に配慮

る」、 項目23 「授業中の子 ども の学習状

し 、

る」 の5項目であ り

柔軟な授業展開を試みるこ と ができ

事前 ・ 事後の差に有意な傾向が認

め ら れたのは、 項目20 「子 ども の実態や地域の特色に合

わせて教材

を開発 し た

・ 教具に工夫 を加え たり 、 新たな教材 ・ 教具

り す る こ と がで き る」、 項目22 「子 ども

様な思考 を生か し ながら、 子 ども の協同的な学習 を

こ と がで き る」 の2項日であ っ た

またイ ベ ン ト への参加動機と 、

の多

促す

0

イ ベ ン ト 前後の教貝の

資質能力に対す る自己評価の得点差の相関 を調べ る と 、

人間関係の構築や友人と の協働 ・ 交流 を求める

向」 、 ボ ラ ン テ

向」

項目

の動機 と 、

イ ア活動 に自 ら の成長 を求め る

「子 ども志向」 の教員養成ス タ

と に負の相関が多 く 見 ら れた。 本研究はこ

「仲間志

「自分志

ン ダ ー ド

の調査結

果を受け、 今年度の 「子 ども フ ェ ス タ」 に参加 し た学生

の教員の資質能力について考察す る も のであ る。 

2 . 平成27年度 「子ど も フ ェ スタ」 の概要

2.1 イベ ン ト全体の流れ

平成27年度第18回 「子ども フ ェ ス タ」 は、 平成27年 9 
月25 日、 兵庫教育大学体育館およ びその周辺で開催さ れ

た。 「子 ど も フ ェ ス タ」 に つい ては、 教職キ ャ リ ア開発

セ ン タ ー ・ ボラ ンテ ィ ア活動支援部門の活動拠点で あ る

ボ ラ ン テ イ ア ス テ ー シ ヨ ンの指 導貝 や メ ー リ ン グリ ス ト

のほか、 昨年度までの活動に参加 し ていた学生や、 学生

の口 コ ミ に よ っ て周知 さ れた。 ボ ラ ンテ イ ア ス テ ー シ ヨ

ンでは、 学校現場で ボラ ンテ ィ ア と し て関わる学校サポー
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ト 、 適応指導教室での不登校児童生徒支援、

火 ,

生涯教育、

害復興支援、 地域行事な ど幅広い学生のボラ

活動

活動

必要

を支援 ・ 管理 し てお り 、 大学 を通 じ て ボラ

をす る学生は ボ ラ ン テ ィ ア ス テ ー シ ョ ンで

ン テ イ ア

ン テ イ ア

の登録が

と な っ てい る。 さ ら に、 活動の振 り 返り 、 ボラ ンテ ィ

ア研修、 講演会 と い っ た学内活動 も お こ な っ てい る

う い っ た ボ ラ ン テ イ ア ス テ ー シ ヨ ンの さ

運営に中核 と し て積極的に関わるのが、

、
' 

0 し 

ま ざま な活動の

「 ボ ラ ン テ イ

ス テ ー シ ヨ ン学生ス タ ッ フ」 (通称 「 ボ ラ ス テ学生 ス タ

フ」 ) であり 、 現在40名程度が登録 し てい る。

イ ベ ン ト 本番に先立 ち、 こ の ボラ ス テ学生ス タ ツフ

ア

ッ 

ら

と 「子 ども フ ェ ス タ」 経験者が 6 月末に集ま り 、 「準備

委員会」 (表 2 参照) 
学部 2 年生 を中心に、

を設け た。 昨年度初めて参加 し た

イ ベ ン ト の企画運営の中心と

「実行委貝」 を決定す る こ と にな り 、 立候補によ り

の実行委員長およ び実行委員が選ばれた。 昨年イ べ

な る

9 名

ン ト

に参加 し た際の体験 を も と に、 今年のイ ベ ン ト を新たに

創 り 上げてい き

委員を担う こ

り 、 今年度の

と

たい と い う 意欲 を持 っ た メ ンバーが実行

にな っ た。 次にこ の実行委員が主体と な

「子 ども フ ェ ス タ」 の参加者を呼びかけ た c 

参加 を表明 し た学生は46名であ っ た。 7 月初旬には 「子

ども フ ェ ス タ」 説明会 を開催 し、 実行委員長やイ ベ ン ト

経験者が今年度の参加希望者に向け、

つい て話 を し た。 

実行委員長 を中心に

お よ び終了後にわた り

またその他の参加学生

通称 「学生ス タ ツ

「全体会議」 では、

フ」) 

を し、 イ ベ ン ト 後に

し た

昨年の様子な どに

「実行委員会」

全15回開かれた

(「子 ども フ ェ ス タ

7 月

は振

は、 準備期間

(表 3 参照) 。 

学生ス タ ッ フ」

を含む参加者全員 を対象と し た

には テ ーマ と 大枠の流れの決定

り返り をおこ なった (表 4 参照)。 

表 2 「子どもフ ェスタ」 準備委員会 打ち合わせ日程と内容

第 1 回 : 6 月23 日 (火) 新旧引き 継ぎ会。 「子 ども フ ェ ス タ」 開催等について

第 2 回 : 6 月25 日 (木) 「子 ど も フ ェ ス タ」 開催お よび実行委員決定等について

表 3 「子どもフ ェスタ」 実行委員会 打ち合わせ日程と内容

日

日

日

H

」
日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

3
7

10
13

15
16

21
31

3
10

1
3

24
29

 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

6
7

7
7

7
7

7
7

7
8

8
9

9
9

9
 

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
 

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

(月) 今年のテーマお よび 「子 ども フ ェ ス タ」 説明会等について

(金) 「子 ども フ ェ ス タ」 説明会の具体内容等について①

(火) 「子 ども フ ェ ス タ」 説明会の具体内容等について②

(金) 過去の取 り 組みの振 り返 り 、 ブースの内容等について

(月) 内容の決定、 大まかな枠組み等について

(水) ブースの大枠決定、 広報の内容等について

(木 ) ブース長 、 ブース ス タ ッ フ決定、 コ ンセ プ ト 決定等について

(火) 全体会議の流れ等ついて

(金) 各ブースの進捗状況、 広報等について

(月) 各ブースの進捗状況、 困っ たこ と 等について

(月) 各ブースの進捗状況、 「子 フ ェ ス レ ン ジヤー」 等につい て

(火) 最終打合せ、 確認 と 役割分担の決定等について

(木) 前日の準備等について

(木) 事前準備等について

(火) 実行委員と しての振 り 返 り

表 4 「子どもフ ェスタ」 全体会議 打ち合わせ日程と内容

回

回

回

回

1
2

3
4
 

第

第

第

第

7 月16日

7 月22日

9 月24日

10月 2 日

(木) 実行委員長の挨拶、 自己紹介、 希望調査票等について

(水) ブー スメ ンバー発表、 各 ブースで打合せ等について

(木) 最終打合せ等について

(金) 「子 ど も フ ェ ス タ 全体の振 り 返 り
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2.2 イ ベ ン トの企画 と当日の模様

昨年度にボラ ンテ ィ ア活動支援部門に新たな指導員が

着任 し たの を機に、 「子 ど も フ ェ ス タ」 を学生の自主性

に任せて企画 ・ 運営 さ せる方針に し た。 今年の コ

ト は

く わ

「一緒に笑顔」 に決ま り 、 「 みんなで にこ に

く 研究所」

(図 1 参照)。 

図1 

「 ん「J 

1.

と い う テ ーマ で実施 さ れる こ と と

'' t i 二( i

● 

ン

こ

な

セ ブ

わ

っ た

学生 が作成 し た 「子ど も フ ェ ス タ」 のポス タ ー

学生たちは、 7 月から何度も企画会議 を重ね準備 を し

て き た。 早め早めに今年のテ ーマや流れを話 し合い、 着

実に準備 を進めてい た。 4 つの ブ ース に よ る班分けがお

こ なわれてか ら は、 ブ ース リ ー ダー を中心に当日 ま で の

予定 を立て、 各 メ ンバーで テーマに沿 っ た内容 を立案 し

活動 し てい た。 今回はと く に 「実験」 を テ ーマ と し てい

たので、 そ れぞれの ブ ース で事前に試作 や実験 を繰 り 返

し、 本番に備えていた (写真 1 参照)。
今回は2.3に述べ る よ う に、 事前に不登校につい ての

研修会を開催 し、 参加 し た学生たちはそれぞれに不登校

の子 ども たちに対する思い を得るこ と ができ たよ う であ っ

た。 こ う い っ た研修会の成果も あり 、 また受け付け時点

から、 来学 し た子 ども たちの団体 を学生 らが個別に担当

す る という 制度を定めていたこ と によ り 、 例年 よ り スムー

ズに子 ども たちに近づき、 寄 り 添う 形が取れていたよ う

に感 じ ら れた。 

当日は、 児童 ・ 生徒38人と、 イ ベ ン ト 参加学生46人が

一緒に な っ て、 ペ ッ ト ボ ト ル を転が し て アイ ス ク リ ーム

を作 っ た り 、 いつ飛 び出すか分か ら ない ス リ ル満点の野

菜ロ ケ ッ ト で楽 し んだ り 、 「 タ オルバ レ ー」 ( タ オルを手

の代 わり にす るバ レ ーボール) で汗 をかい た り 、 ス タ ン

プラ リ ーで的当てや言迷と き に挑戦 し たり し た。 参加 し た

子 ど も た ち は、 行 き たい ブ ース を自由 に巡 り 、 ま た休み

たい と き には休むな ど、 ゆっ た り と し た時間の中で過 ご

し た。 最後は 「子 フ ェ ス レ ン ジ ヤー」 (学生によ る仮装

劇 ) の気合の入 っ たパ フ ォ ーマ ンスで、 子 ども た ち に も

学生たち にも 笑顔あふれる一日 と な っ た (写真 2 ~ 4 参
照)。 
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写真 1 ブ ース (ゲ ーム) ミ ーテ ィ ン グの様子

写真 2 「子 フ エス レ ン ジ ヤー シ ョ ー」 の様子 (当日 ) 

写真 3 ス ポ ーツ ブ ース ・ タ オルバ レ ーの様子 (当日 ) 

2.3 

写真 4 学生が作成 し た 「子 フ エスマ ツプ」

不登校についての研修会の開催

昨年度の事後ア

す こ と がで き た」

き た」

ま る」

と い う

と い う

項目

ンケ ー ト では、 「不登校の関係者 と 話

「不登校の問題につい て知 る こ と がで

につい て、 「あ てはま る」 「ややあ ては

肯定的な回答が半数に満たなかっ た (横山



不登校児童生徒支援ボラ ンテ ィ ア行事 を通 じた教員の資質能力の向上についての考察 ( 2 

他 2015, p. 137)。 そのため、 今年はイ ベ ン ト の前に、

ボラ ンテ ィ アと し て参加す る学生 を対象 と し た不登校に

ついての研修会 を開催 し、 学生20名が参加 し た。 兵庫県

内で活動す る不登校支援団体 「氷上子育て親の会」 の関

係者によ る 「不登校の子 ども たちの現状 と保護者の願い」

と 題 し た講演で、 参加 し た学生たちは不登校の子 ども を

持つ母親から直接その体験 を聴 く こ と がで き た。 講演後

に学生たちは一人ひと り 感想 を述べ、 不登校生徒が身近

にい るい ない にかかわ ら ず、 不登校の問題 を自分に引 き

つけ て感 じ る こ と がで き てい たよ う に思われた。

今回のア ンケ ー ト 調査によ るイ ベ ン ト の達成感につい

ては3.2 (2) に詳述す るが、 「不登校の関係者 と 話すこ と

がで き た」 「不登校の問題につい て知 る こ と がで き た」

と いう 項目の肯定的な回答は約半数で、 他の項目に比べ

て低 く な っ てい る。 しか し研修会の参加の有無 と 「不登

校の関係者と 話す こ と がで き た」 「不登校の間題につい

て知 る こ と がで き た」 と い う 各項目 と の相関係数はそれ

ぞれ.22 お よ び.63で あ り 、 後者につい ては比較的強い相

関があ っ た (.p<.01) ' 。 し たがっ て、 研修会に参加 し た

学生に と っ て こ の会は、 不登校の問題 を知 る ための良い

機会 と な っ た と 言え る だ ろ う 。 し か し、 さ ら に不登校問

題への理解 を深めるためには、 よ り多 く の学生が研修会

に参加で き る よ う な仕組みを考え る必要があ る。 

2.4 学生およ び指導員の感想

教員 の資質能力 に関す る個別 イ ン タ ビュ ーは以下の

3.3 に別途記載す るが、 こ こ では中心的 にかかわっ た実

行委員長と、 初めて参加 し た 1 年生の感想を記し てお く 。 

松

昨年初めて参加 し たと き 、 不登校の子に特別な思いでか

かわら な く ても いい と いう こ と を実感 し ま し た。 今年参加

し て く れた学生ス タ ッ フ に も同 じ よ う に感 じ て も ら え たこ

と がと て も嬉 し かっ たです。 ま た準備期間には、 私自身が

部活動以外では知 り 合え ない他学年の学生 と た く さ んかか

わる こ と がで き 、 「子 ども フ ェ ス タ」 を通 し て と て も充実

し た時間 を送るこ と がで き ま し た。 (実行委員長 : 学部 2 
年生) 

「子 ども フ ェ ス タ」 に参加す る こ と で た く さ んの先輩 と

出会い、 仲良 く な るこ と がで き た。 一から一緒に創 り 上げ

る喜びが大きかっ た。 不登校と いう こ と ばでは想像がつか

ない子 どもがた く さ んい た。 どう し てそ う な っ て し ま っ た

のかと 、 その子 ども の内面 を も っ と 深 く 知 つていき たい と

思っ た。 (学部 1 年生) 

ボ ラ ンテ ィ ア ス テ ー シ ョ ン指導員 と し ての著者 ら (赤

村上) の感想 を以下に記 し てお く 。 

企画運営に興味 を持 っ た学年の異な る学生たちが一緒に

な っ て、 自発的 ・ 主体的 に ひと つの も の を創 り 上げ る と い
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う 過程で、 学生同士のつながり の場 を作 り 、 仲間意識や コ

ミ

こ

ュ ニ ケ ー シ ヨ ン能力 を高め る等、 大 き な成長 につ なが る

と を 「子 ども フ ェ ス タ l は実証で き た。 今年度の実行委

員は、 チ ームワ ーク がよ く 取れており 、 委員長 も非常に的

確に動き 、 素晴 ら し い リ ー ダー シ ッ プ を取 っ て活動 し てい

た。 そのよ う な リ ー ダーの姿 を見 て、 メ ンバ ー同士がお互

いの良 さ を認め合い、 尊敬 し あえ る関係にな っ てい た。 ま

た後輩たち も先輩の言動から直接大き な学びを得 るこ と が

でき、 来年度への活躍に期待でき るこ とが予想でき る。 イ

ベ ント 後に開催 し た適応指導教室な どでの不登校支援ボラ

ンテ ィ ア説明会には、 多 く の学生が不登校問題に継続的に

かかわり たい と いう 希望 を も っ て集ま っ た。 こ の取 り 組み

が確実に実 を結 んでいる と 感 じ る。 今後も、 学生たちが日

常的に不登校の児童生徒に関わる支援活動への実践に繁げ

て いき たい。 

3 . 教員の資質能力の向上に関する調査の結果と

考察

3.1 ア ンケ ー ト調査の時期と 方法

今年度の 「子 ども フ ェ ス タ」 に参加 し た学生の教貝の

資質能力の変化 を見るために、 イ ベ ン ト の前後に質問紙

に よ る ア ンケ ー ト 調査 を実施 し た。 第 1 回の ア ンケ ー ト

は2015年 7 月22 日の 「子ども フ ェ ス タ」 全体会議会場に

おい て、 学術的 な利用につい ての説明のう え配布 し た。 

第 2 回は 9 月25日のイ ベ ント 終了後、 10月 2 日の全体会

議お よ びボラ ンテ ィ アス テ ー シ ョ ンで参加者に随時配布

し た。 回収期間と し てそれぞれ約10日間設けた。 縦断的

な調査のため、 ア ンケ ー ト には学藉番号で ID を付与 し、

1 回目と 2 回目の回答を揃えた時点で別の ID を割り振っ

て匿名性 を確保 し、 学籍番号で学生を特定するこ とはな

い旨 を回答者に説明 し、 了承を得たう えでおこ な っ た。

イ ベ ン ト 参加者は46名で、 1 回目 (事前) の回答者は

41名、 2 回目 (事後) の回答者は34名、 そのう ち 2 回の

ID が合致 し た回答者は26名であ っ た (回収率56.5%) 。 

1 回日のア ンケ ー ト では、 学年 ・ 性別 と い っ た属性や希

望進路につい て尋 ねたほか、 ボラ ンテ ィ ア活動の頻度、

不登校児童生徒 と のかかわり 、 「子 ど も フ ェ ス タ」 への

参加回数と イ ベ ン ト につい て知 つた媒体、 参加の動機お

よ び教員養成ス タ ンダー ド23項目につい て質間 し た。 2 
回目 の ア ンケ ー ト で は、 「 子 ど も フ ェ ス タ」 で の役割

(実行委員等) 、 関与の程度、 当日の参加状況、 研修会へ

の参加の有無、 参加 した達成感およ び教員養成ス タ ンダー

ド23項目について質問 し た。 以下には有効回答者26名の

結果 を示す。 

3.2 ア ンケー ト調査の結果

( 1 ) 回答者の属性 ・ 希望進路およ びボラ ン テ ィ ア ・ 不

登校児童生徒 ・ 「子ど も フ ェ ス タ」 へのかかわり

属性等の結果は表 5 に示す通り であ る。 
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表 5 回答者の属性 ・ 希望進路およ びボラ ンテ ィ ア ・ 不

登校児童生従 ・ 「 子ど も フ ェ ス タ」 への かかわ り

(N= 26) 

項目 人数 % 

村 上 明 生 森 田 啓 之

てい る。 「子 ども フ ェ ス タ」 の参加回数は、 約 6 割が初

めての参加 と な っ てい る。 学部 1 年生お よ び教職大学院

1 年生だけではな く 、 学部 2 年生にも初めての学生が含

ま れてい た ために、 初参加の割合が多 く な っ た。 「子 ど

学年

学部1年

学部2年

学部3年

学部4年

教職大学院1 年
性別

男性

女性

希望進路

小学校教員

中学校教員

高校教員

幼稚園教員

大学院進学

ボランティア頻度

日常的にしている

時間があるときにしている

何回かしたことがある

したことがない

不登校児童生徒とのかかわり

かかわったことがある

かかわったことがない

不登校児童生従とかかわった場所 (N=13)
適応指導教室やフリースクール

学校ボランティア

その他 ( 「子どもフェスタ」、自然学校) 
「子どもフェスタ」への参加回数

今回が初めて

2回目

3回目

4回目

「子どもフェ スタ」での役割

実行委員 (委員長・ 副委員長 )
実行委員

学生スタッフ

無回答

「子どもフェ スタ」への関与

深くかかわった

ある程度かかわった

あまりかかわらなかった

ほとんどかかわらなかった

「子どもフェスタ」当日参加状況

全日参加

部分的に参加

不参加

不登校研修会への参加

参加

不参加

8
3

2
8

8
 

0
2

9
3
 

3
 

3
4

1

8
1

5
1

1
1
 

8 30.8 
18 69.2 

4
0

5
4

7
 

5
0

1
5
 

7
 

6
 

1
1
 

7
0

3
4

2
 

1
 

5 19.2 
13 50.0
7 26.9 
1 3.8 

13 50.0 
13 50.0 

7
3

3
 

6
6

1
3
 

1
 

2
5

8
1

1
 

0
6

0
0
 

1
1
 

21
4 
1 

53.8 
23.1 
23.1 

61.5 
23.1

3.8 
11.5 

7.7 
19.2 
69.2

3.8 

38.5 
61.5
0.0 
0 _0 

80.8 
15.4

3.8 

12 46.2 
14 53.8 

参加学生の学年では、 学部 2 年生がも っ と も多 く 、 次

に多い学部 1 年生と合わせる と 、 こ の 2 学年で全体の 7 
割強を占めている。 教職大学院 1 年生の参加は 1 名であっ

た。 性別構成では、 女子学生が多 く 、 7 割強であ っ た。 

将来の希望進路は、 約65% が小学校教員であ っ た。 ボラ

ンテ ィ ア活動の頻度は、 「日常的に し てい る」 「時間があ

る と き に し てい る」 の学生が約 7 割 と な っ てお り 、 「 し

たこ と がない」 学生は 1 名のみであ っ た。 不登校児童生

徒 と のかかわり におい ては、 「 かかわっ た こ と があ る」

と 「かかわっ た こ と がない」 がち よ う ど半数ずつ と な つ
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も フ ェ ス タ」 での役割は、 約 3 割が幹部の実行委員長 ・ 

実行委員であ っ た。 活動全体への関与度合いでは、 「深

く かかわっ た」 「あ る程度かかわっ た」 と全員が回答 し

た。 「子 ども フ ェ ス タ」 当日の参加状況では、 1 人 を除

く 全員が全日または部分的に参加 し ていた。 不登校研修

会への参加は、 約半数であ っ た 0 

( 2 ) 動機と 達成感

第 1 回日のア ンケ ー ト で尋ねた 「子 ども フ ェ ス タ」 へ

の動機の各項目に対す る回答者数 を図 2 に示 し た。

昨年の結果では約96 % が肯定的な回答 を し た 「不登校

の子 ども たち と 触れ合いたい」 は、 今年の結果では26名

中 4 名 (15.3%) が 「あま り あてはま ら ない」 と答えた。 

同 じ く 「 不登校支援 の関係者 と 話 し た い」 に も 4 名
(15.3% ) が 「あま り あてはま ら ない」 と回答 し てい る。 

一方、 「不登校の問題につい て知 り たい」 と い う 動機は

25名 (96.1%) が 「あてはま る」 「ややあてはま る」 と

答え てお り 、 「不登校の子 ども た ち と 触れ合い たい」 よ

り も 「あてはま る」 と回答 し た数が多 く 、 参加者の不登

校の問題そのも のへの意識の高 さ がう かがえ る。 ボラ ン

テ ィ ア を し たい と い う 動機は全体的に高か っ た も のの、

「大学内」 の項目には 2 名 (7.7%) が 「あまり あてはま

ら ない」 と 回答 し てい る。 「大学での新 しい出会いや交

流を求めてい る」 には無回答者 1 名 を除 く 1 名以外は肯

定的に回答 し てい る。 「先輩 ・ 友人 ・ 後輩に誘;われた」

と い う 外発的な動機は昨年同様弱かっ たが、 「仲間 と 一

緒に活動 し たい」 には23名 (88.5%) が 「あてはま る」

「ややあ てはま る」 と 答え てい る。 「イ ベ ン ト の企画や運

営を し たい」 はやや弱 く 、 5 名 (19.2%) が否定的な回

答 を し てい る。 「新 し い こ と にチ ャ レ ン ジ し たい」 には

25名 (96.1%) が、 「視野を広げたい」 には全員が肯定

的に回答 し てい る。

第 2 回目のア ンケー ト では、 第 1 回目の参加動機と対

応す る形で、 「子 ども フ ェ ス タ」 への達成感につい て尋

ねた。 その結果 を図 3 に示す。

イ ベ ン ト 当日参加者に限れば、 「不登校の子 ども た ち

と 触れ合 う こ と がで き た」 には 1 名が 「あま り あてはま

ら ない」 と答え たが、 残 り 全員が 「あてはま る」 「やや

あてはま る」 と回答 し た。 「不登校支援の関係者と 話す

こ と ができ た」 (当日参加者のみ) は昨年同様、 やはり

約半数 (48.0%) が否定的に回答 し た。 当日、 子 どもの

引率と し て関係者が来学 し たが、 う ち 1 時間は支援団体

交流会への出席も あり 、 ボラ ンテ ィ ア学生と 話す機会は

あ ま り なか っ たのかも し れない。 「不登校の間題につい
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日 あてはま る

不登校の子ど もたちと触れ合いたい

目ややあてはまる [l]] あ ま りあてはま ら ない 国 あてはま ら ない 日無回答

0
0
 

11 4 

0 

不登校の問題について知 りたい

大学内のボ ラ ンテ ィ ア活動に参加 したい

教育関連のボランテ ィ アがしたい

0 0 

16 ---__-- 9 , , 

0 

15 --_--_- 8 ---_-_- 2 1 
0 0 

17 --_---- 8 -----_- 1 

0 

不登校支援の関係者と話したい

大学での新 しい出会いや交流を求めている

先輩 ・ 友人 ・ 後輩に誘われた

仲間 と一緒に活動を し たい

イベン トの企画や運営を したい

新 しいこ と にチ ャ レンジしたい

視野を広げたい

11 1 1 

10 311 1 
0 0 

17 --_--_- 8 ---_-_- 0 0 

図 2 「子ど も フ ェ ス タ」 に参加 した動機 (N= 26)

国あては まる 目ややあては まる m あ ま りあてはま ら ない 国 あてはま ら ない

不登校の子ども たちと触れ合 うこ とがで きた

( 当日参加者のみ : N=25) 

0 

0 

12 

不登校支援の関係者 と話すこ とがで きた

(当日参加者のみ : N=25) 

不登校の問題について知るこ とがで きた

学内のボ ラ ンテ ィ ア活動に参加するこ とがで きた

教育関連のボ ラ ンテ ィ ア をするこ とがで きた

大学での新しい出会いや交流があっ た

先輩 ・ 友人 ・ 後輩 との関係 を深め るこ とがで きた

仲間 と一緒に活動をするこ とがで き た

イベン トの企画や運営にかかわるこ とがで きた

新 しいこ と にチ ャ レ ン ジするこ とがで きた

視野を広げるこ とがで きた

0 0 

21 5 -----__ 
0 0 

18 --_---- 8 -----_- 0 

17 8 -----__ 
:1: 
0 0 

17 9 -----__ 
0 0 

13 2 
0 

14 4 
0 

て知るこ

あ てはま

し か し す

と

る

図3 

がで き た」

「子ど も フ ェ ス タ」

に つい て も

」 の回答者が13名

で に2.3で述べ たよ う

での達成感

「 あ てはま る」 「 や や

(50.0%) しかなかっ た。 

に、 不登校研修会参加者

と こ の項日 には比較的強い相関が見 ら れたこ と から、 参

加者に と っ てはこ の動機は達成 さ れた と 言え る だ ろ う 。 

(N= 26) 
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(当日参加者対象の2 項目は N= 25) 

ポラ ン テ イ ア活動や新 し い出会い ・ 仲間 と の交流につい

ては達成感が高かっ た。 また 「先輩 ・ 友人 ・ 後輩と の関

係 を深めるこ とができ た」 は全員が肯定的な回答 を し た。 

「イ ベ ン ト の企画や運営 にかかわる こ と がで き た」 につ

い ては 3 名 (11.5%) が 「 あま り あ てはま ら ない」 「 あ
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図 4 教員養成ス タ ン ダー ド23項目における事前 ・ 事後の平均値の推移 (全体)

表 6 本研究で用いた教員養成ス タ ン ダー ド23項目と 回答者数およ び統計量

項目番号 教員養成スタンダードにおける資質能力
全体 初参加

N Z値 N Z値

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

0
1

2
3

1
2

8
4

5
6

7
8

9
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

2
2

2
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項

項

項

項

項

項

項

項

項

項

項

項

常に自らの学びを省察し、課題を見つけて改善することができる

言葉づかい、挨拶、礼儀、マナーなどの社会人としての常識を身につけている

集団での活動において、リーダーシップを発揮することができる

子どもに対して正しくわかりやすい言葉づかいができる

学校生活の様々な場面で子どもの興味・ 関心・ 意欲を喚起するための工夫を行うことができる

人権を尊重しながら子どもにかかわることができる

子どもの安全管理に関する基礎的知識を有し、指導に活かすことができる

素直に他の教師に相談するとともに、他の教師の意見に対して謙虚に耳を傾けることができる

自らが学校組織の一員であることを理解し、組織内での自らの役割を自覚している

子どもの発達に関する基礎的知識を有し、子ども一人ひとりの理解に活かすことができる

子ども一人ひとりの特性や心身の状況を生活環境や生育歴を含めて多面的にとらえることができる

子ども同士の関係や仲間集団を把握し、指導に活かすことができる

公平かつ受容的・ 共感的な態度をもって子どもとかかわることができる

特別支援教育に関する基礎的知識を有し、子どもの指導や支援に活かすことができる

子どもとの信頼関係の重要性 を認識し、その構築に努めることができる

教室掲示や座席配置を工夫するなど、子どもが生活や学習をしやすいよう教室環境を整えることができる

子どもの基本的生活習慣の重要性を理解し、指導を行うことができる

学校の規則や子どもが自分たちで作った決まりを守ることの大切さについて指導することができる

子どもの問題行動の背景を多面的にとらえ、対応方法を考えることができる

子どもの実態や地域の特色に合わせて教材・ 教具に工夫を加えたり、新たな教材・ 教具を開発したりすることができる

学習内容の習熟の程度などを踏まえて、個に応じた指導を試みることができる

子どもの多様な思考を生かしながら、子どもの協同的な学習を促すことができる

授業中の子どもの学習状況や発言に配慮し、柔軟な授業展開を試みることができる
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てはま ら ない」 と 回答 し 、 「新 し い こ と に チ ャ レ ン ジで

き た」 については 4 名 (15.4%) が 「あま り あてはま ら

ない」 と 回答 し てお り 、 イ ベ ン ト へのかかわり 方に個人

差があ っ たのかも し れない。 「視野 を広げ る こ と がで き

た」 には24名 (92.3%) が肯定的な回答を し た 0 

( 3 ) 教員の資質能力

(i) 教員養成ス タ ン ダー ド23項目の事前 ・ 事後の得点差

教員の資質能力 については、 表 1 およ び表 6 に示す教

貝養成ス タ ン ダー ド23項目に対 し、 学修成果 シー ト に書

き込む自己評価 と同様、 「 1 . で き ない 2 . 少 し でき
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Wi icoxonのイ符号順位検定 Ir p< 10 

る 3 . ほぼでき る 4 . 十分でき る」 の 4 件法によ り

回答 を求めた。 イ ベ ン ト 前に実施 した 1 回目 (事前) の

ア ンケ ー ト で の得点 と 、 イ ベ ン ト 後 に実施 し た 2 回目

(事後) のア ンケー ト におけ る得点の平均点の推移を示

し た も のが図 4 であ る。 こ の事前 ・ 事後の得点の差 を、

イ ベ ン ト を通 じた成長 と し て捉え、 各項目で有意差が認

め ら れ る

結果、 項

を発揮す

か を wncoxon の符号順位検定に

日3 
る こ

「集団での活動におい て、 リ

よ り 分析 し た

ー ダ ー シ ツ プ

と がで き る」 におい て有意な傾向が認めら

れた以外は、 どの項日 におい て も有意差は認めら れなかっ

た (表6 「全体」 参照)。 ま た今回イ ベ ン ト に初参加 し
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表 7 ボラ ンテ ィ ア頻度 ・ 「子ど も フ ェ ス タ」 での役割 ・ 「子ど も フ ェ ス タ」 への関与 ・ 

不登校研修会参加の有無と 、 イ ベ ン ト前後の得点差と の相関

項目
ボランティア 「子どもフェス 「子どもフェス 不登校研修会

頻度 タ」での役割 タ」への関与 への参加

た学生のみ を抽出 し て分析 をお こ な っ たが、 どの項目に

おいて も有意差は認めら れなかっ た (表 6 「初参加」 参

照)。 昨年度の調査では、 1.2で述べたよ う に 5 項目で有

意差が認めら れ、 また 2 項目で有意な傾向が見 ら れた。 

今年度の調査でイ ベ ン ト 後の自己評価の上昇が認めら れ

なかっ たこ と については、 以下の3.4で考察す る。 

( ii) ボラ ンテ ィ ア頻度 ・ 「子ど も フ ェ ス タ」 での役割 ・

「子ど も フ ェ ス タ」 への関与 ・ 不登校研修会参加の

有無 ・ 参加動機と 、 事前 ・ 事後の得点差 との相関

表 7 は、 ボラ ンテ ィ ア頻度 ・ 「子 ど も フ ェ ス タ」 で の

役割 ・ 「子 ども フ ェ ス タ」 への関与 ・ 不登校研修会参加

の有無 と 、 イ ベ ン ト 前後の得点差と の相関 を示 し た も の

であ る。 

ボ ラ ン テ ィ ア頻度 ・ 「 子 ど も フ ェ ス タ」 で の役割 ・ 

「子 ども フ ェ ス タ」 への関与 ・ 不登校研修会参加の有無

と 、 イ ベ ン ト 前後の得点差 と の相関は認めら れなかっ た。 

表 8 は、 第 1 回のア ンケー ト で尋ねた参加動機の各項

目と 、 イ ベ ン ト 前後の得点差と の相関 を示 し た も のであ

る。

項目 5 「学校生活の様々な場面で子どもの與味 ・ 関心 ・ 

意欲 を喚起す るための工夫 を行 う こ と がで き る」 と は、

「不登校の子 ども と 接 し たい」、 「不登校の関係者と 話 し

たい」、 「不登校の問題を知り たい」、 「大学内でボラ ンテ ィ

ア を し たい」 と い う 動機と負の相関が見 ら れたが、 一方

で 「友人 ・ 先輩 ・ 後輩に誘われた」 と は正の相関が見ら

れた。 以下の3.3の学生イ ン タ ビュ ーでは、 2 人の学生
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が自分の予想や期待 と は異な る反応 を子 ども が示 し たこ

と を述べてい る。 こ のよ う に自 らの体験 を反省的に捉え

る と すれば、 自分には教員の資質能力がまだ不足 し てい

るのだ と い う 結論に な る こ と も考え ら れる。 外発的 な要

因 と は正の相関が見 ら れ、 不登校ボラ ンテ ィ アに意欲的

な動機と は負の相関があ っ たこ と は、 後者の学生が自分

の資質能力への評価を厳 し く おこ な っ て しま っ た結果と

いえ るかも し れない。

「不登校の問題 を知 り たい」 と い う 動機は、 項日13 
「公平かつ受容的 ・ 共感的 な態度 を も っ て子 ども と かか

わる こ と がで き る」 と は正の相関があ っ た。 2.3の学生

の感想に も あ っ た よ う に、 不登校の子 ども を特別扱いす

るこ と な く 接 し よ う と いう 実行委員長の気持ちは他の学

生と も共有 さ れてお り 、 不登校問題に関心があ る学生に

は、 こ の資質能力が向上 し た と感 じ ら れたのだ ろ う 。

「教育関連のボラ ンテ ィ アが し たい」 と い う 動機と 、

項目10 「子 どもの発達に関する基礎的知識 を有 し、 子 ど

も一人ひと り の理解に活かすこ と がで き る」 およ び項目

14 「特別支援教育に関する基礎的知識を有 し、 子 どもの

指導や支援に活かすこ と がで き る」 と は正の相関が見 ら

れた。 教育に関心が高い場合には、 こ の不登校支援イ ベ

ン ト が、 子 ども一人ひと り の発達を考え て支援する資質

能力の伸 びに繋が っ た と 捉え ら れたのだ ろ う 。

「大学内の出会いや交流 を求めてい る」 と は項日 6 
「人権 を専重 し なが ら子 ども にかかわる こ と がで き る」

と負の相関関係が見 ら れたが、 一方では項目14およ び項

目22 「子 ども の多様 な思考 を生か し なが ら、 子 どもの協
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表 8 動機の各項目と イ ベ ン ト前後の得点差 との相関 

項目 

;頁目2 
頁目3 
頁目4 
頁目5 
頁目6 
頁目7 
;頁目8 
頁目9 
頁目10 
頁目11 
頁目12 
頁目13 
頁目14 
頁目15 
頁目16 
頁目17 
頁目18 
頁目19 
頁目20 
頁目21 
頁目22 
頁目23 

07 .09 - 12 -.22 05 06 -.05 08 14 01 -.21 
.07 -.03 .16 .11 .15 .14 .03 .05 -.03 -.02 -.17 

-.33 .18 .26 .01 -.06 .25 .30 -.06 .11 -.09 .17 
.13 -.02 .22 .01 -.11 -.10 .06 .00 -.07 .25 -.03 

-.41 * -.51** -.40 * -.49 * -.14 -.24 .42 * -.16 -.16 -.15 -.37 
.06 -.09 -.06 -.27 -.25 -.41 * .06 -.24 -.25 .03 -.11 

-.22 -.05 .09 .11 .27 .02 .16 -.09 .01 -.08 .05 
.02 .30 .37 .07 .22 -.06 -.02 -.30 -.19 -.12 .12 

-.27 .15 -.07 .05 .22 .26 -.11 -.14 -.14 -.43 * -.05 
-.11 -.20 .25 .30 .43 * .06 - .04 -.19 - .34 -.05 -.12 
.20 .02 .03 .32 .07 .14 .19 .54 * .40 .43 * .03 

-.14 -.15 .11 -.09 .00 .08 .11 .19 .26 .03 -.09 
.37 .06 .45 * .32 .29 -.10 -.20 -.12 -.02 .04 .09 
.01 .07 .22 .41 .48 * .48 * -.06 .00 .10 -.14 .08 

-.03 -.25 .19 -.22 -.06 -.23 .10 -.23 -.05 -.01 .22 
.00 -.17 -.09 .10 .08 -.16 .29 -.28 -.48 * .00 .00 
.08 -.18 .20 .00 .22 .04 -.09 -.22 -.26 .00 -.14 

-.13 -.08 .06 .00 .08 -.06 .04 .02 -.11 .05 .11 
-.08 -.18 -.20 -.18 -.37 -.20 .26 .39 .19 .33 .00 
.24 -.18 .30 .28 .37 -.20 .13 .16 .06 .33 -.29 

-.06 -.18 -.23 .20 .12 .10 .13 .24 .13 .28 -.03 
-.11 -.22 .01 .00 .20 ,41 * .25 .11 .15 .01 -.01 
-.21 -.35 -.23 .02 .20 -.06 .16 -.05 -.05 .20 -.16 

同的な学習 を促すこ と ができ る」 と正の相関が見られた 0 

前回の調査 では、 こ のよ う な 「仲間志向」 の動機と 、

「子 ど も志向」 が中心 と な っ てい る教員養成 ス タ ン ダー

ド23項目と では負の相関関係が多 く 見 ら れたが、 今回の

調査では 「仲間と一緒に活動 し たい」 と項目11 「子 ども

一人ひと り の特性や心身の状況を生活環境や生育歴を含

めて多面的に と らえ る こ と がで き る」 と が比較的強い正

の相関関係があ るよ う に、 む し ろ仲間や他人と の交流を

志向す る と こ ろで、 子 ども の特性や背景 ・ 発達の理解に

関す る資質能力が向上 し たと 捉え ら れてい る点が特徴的

であ る。

「イ ベ ン ト の企画 ・ 運営が し たい」 と い う 動機と 、 項

目16 「教室掲示や座席配置 を工夫す る な ど、 子 ども が生

活や学習 を しやすいよう 教室環境 を整え るこ と ができ る」

では負の相関関係が見 ら れた。 今回の参加学生におい て

は、 こ の動機白体がそ も そ も それほ ど強 く なか っ た。 お

そ ら く 「イ ベ ン ト の企画 ・ 運営」 でイ メ ージさ れるのは、

た と えば学園祭な ど仲間と楽 し く 作 るイ ベ ン ト のよ う な

も ので、 そ れは不登校児童生徒支援 ボラ ンテ ィ ア と は相

い れない も の と 捉え ら れたのかも し れない。 そのよ う に

考え る と 、 こ の動機と 教室環境 を整え る と い う 教員の資

質能力の負の相関関係は理解で き る も のにな るのではな

い だ ろ う か。

「新 しい こ と にチ ャ レ ン ジし たい」 と は項日 9 「自 ら

が学校組織の一員であ る こ と を理解 し、 組織内での自 ら

の役割 を自覚 し てい る」 と負の相関が見 ら れた。 項目 9 
は社会人と し ての基礎的能力に関す る項目であ るが、 自
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** p <.01 * p く.05 

分の殻 を破 っ て一歩踏み出そう と す る気持ち と 、 与え ら

れた役割 を白覚 し なけ ればな ら ない と い う 気持 ち に商

が生 じ たのかも し れない。 一方、 こ の動機と 項目11 と は

正の相関関係があ っ たが、 こ ち らは不登校と い う 普段は

馴染みの ない問題にかかわ っ てみよ う と い う チ ヤレ ン ジ

ン グな気持ちが、 こ の資質能力の向上と受け止めら れ

の だ ろ う 。 

3.3 参加学生へのイ ンタ ビ ュ ー

た

イ ン タ ビュ ーはイ ベ ン ト に参加 し た 4 人の学生 を対象

と した。 イ ベ ント が終了 し て約 2 週間後の2015年10月 9 
日お よ び13 日、 そ れぞれ 2 名ずつに、 村上が中心 と な っ

て20分程度個別にイ ンタ ビュ ーし、 横山 と赤松 ( 2 日目

のみ) が陪席 し た。 対象学生にはイ ンタ ビュ ーの内容 を

学術利用す る旨 を伝え了承 を得てい る。 イ ンタ ビュ ーの

内容は 「子 ども フ ェ ス タ」 の感想や参加の動機、 参加前

と 後で自分が変わっ た と 思う 点、 今後や っ てみたい こ と

が中心であ っ たが、 こ こ では教員の資質能力に関連す る

部分 を記 し てお く 。 なお ｫ ｻ は学生の発言 をそのま ま

引用 し た部分である。 

( 1 ) A さ ん (学部 2 年生 ・ 男性 ・ 実行委員およ びブ ー

ス長)
「子 ども フ ェ ス タ」 には昨年 も参加 し、 不登校の子 ども

た ち と かかわっ て楽 し か っ た し、 も っ と 楽 し ませてあげた

い と思い、 今年は実行委員 と し て参加するこ と に し た。 自

分が楽 し むよ り も、 子 ども たち を楽 し ませるこ と にやり が
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いや魅力 を感 じ てい る。 も と も と ｫ リ ー ダー的 な ポ ジ シ ョ

ンｻ は得意ではないが、 将来教員 にな る こ と を見据え て、

大学 4 年間のう ちに ｫ 練習ｻ し ておき たい と考え、 ブース

長に も な っ た。 得意で はない リ ー ダーに な っ て う ま く い か

ない こ と も多 か っ た し 、 反省点 も あ るが、 ｫ リ ーダーがい

るか ら メ ンバ ーが自分の役割 を果たせ るｻ と い う こ と に気

づ く こ と がで き た。 ま た下の学年に対 し ての気遺いに も反

省点はあ る。 ｫ自分 と の差 を も っ と 配慮 し て、 チ ャ レ ン ジ

しやすいよ う にすればよかっ たｻ 。

当日、 不登校の子 ども に対応 し ていたと き、 表情の硬い、

笑わない女子生徒がいた。 ブースで料理の実験を一緒にやっ

たと き に失敗 し た。 そのと き 、 その女子生徒が不意に笑っ

た。 ｫ失敗 し て笑え る っ て、 いいな と 思 っ た。 成功 し て た

ら 「おい し い」 で終わっ て た。 失敗 し たから笑顔が生まれ

たｻ 。

「子 ども フ ェ ス タ」 は企画から運営まですべて学生に一

任 さ れてい る。 そのやり 方について、 ｫ あ り がたい な、 信

頼 さ れてい る な と 思 つたｻ 。 し か し それは責任 を伴 う ため、

ｫ嬉 し いけ ど怖いｻ 。 将来自分が教師にな っ たと き には、

子 ども に任す と いう こ のやり 方 を真似 し たい と 思 っ てい る。 

A さ んは ブ ース長 と し てかかわっ た ために、 リ ー ダー

ツ プや協働の姿勢、 あ るいは信頼 さ れる喜 びと 責任感

への怖 さ を語 っ てい る。 そ し て大き な気づき があ っ たの

は、 生徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を通 じ て で あ っ た。 子

どもの反応が、 自分の計画や予想 を超え たと こ ろで起こ

り 得 る と い う 気づき は、 教貝 にと っ て重要なこ と であ ろ
、

l ,

つ o 

( 2 ) B さ ん (学部 2 年生 ・ 女性 ・ 実行委員長)
去年 の 「子 ども フ ェ ス タ」 では、 不登校の子 ども たち を

ｫ 警戒ｻ し ていたが、 実際は気 を使 っ てかかわる必要はな

か っ た。 その後適応指導教室に行 く よ う にな り 、 今年 の

「子 ども フ ェ ス タ」 では実行委員長にな っ て、 ｫ 不登校の

子 ども たちは人 と の距離 を詰めるのに時間がかかる だけで、

EL近づけば普通の子 と同 じ。 1 年生や他の学生にも そ う

思 つてｻ も ら え る よ う なイ ベ ン ト に し たか っ た。

1 学年上の去年の実行委員長 と はサーク ルが同 じ だが、

深い話 をす る仲ではなかっ た。 自分か ら話 し掛け るよ う に

し て、 お互いに深い話 も で き る よ う に な っ た。 イ ベ ン ト を

通 じ て、 下級生も含めて大学での知 り 合いが増え た。

どち ら かと いう と 何で も一人でや っ て し ま う タ イ プだ っ

たが、 ｫ や る前に相談 し て、 頼 り に行 く タ イ プにな っ たか

な。 頼んだ方が上手 く 行 く し、 楽。 頼り に行 っ て もいいん

やなあｻ と 思え るよ う にな っ た。 教員 にな っ た ら 、 ｫ自分

は職員室が苦手 な タ イ プｻ だけ れ ど、 同僚には ｫ自分か ら

コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を取 ろ う と す る こ と が大事ｻ と 思 う よ

う に な っ た c 

B さ んは昨年のイ ベ ン ト に参加 し てから不登校の問題

に関心 を持ち、 適応指導教室で も ボラ ンテ ィ ア活動 を し

てい る。 不登校児童生徒は普通の子 ども たち と変わら な

い し、 特別扱いす る必要も ない と い う こ と を他の学生に
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も知 つてほ し い と 考え て実行委員長に も な っ た。 今回は

幹部 と し て、 子 ども と ふれ合 う よ り も学生 と の交流の方

が多かっ たため、 人 を頼 る と い う 自分では苦手な行為に

あえ て挑戦 し 、 そ こ か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや協働作業

の大切 さ を理解 し た様子がう かがえ る。 

( 3 ) C さ ん (学部 1 年生 ・ 女性 ・ 学生ス タ ッ フ ) 
「子 ども フ ェ ス タ は ボ ラ ン テ イ ア ス テ ー シ ヨ ンの一大

イ ベ ン ト だ と聞いて参加を決めた。 こ れまで不登校の子 ど

も と かかわる機会はなかっ たが、 ｫ 教師にな る と すれば遠

い話題で も ないｻ ので 、 い ま のう ちにかかわっ て おき たい

と 思 っ た。 自分 を表現す るのが得意ではないのかな、 と 思

う 子 も いれば、 逆に こ の子が どう し て だ ろ う 、 明 る く 元気

で走 り 回 っ てい るのに、 と い う 子 も いた。 ｫ 傍目には他の

子 と 何 ら変わり はな く て も 、 背景には何があ るのかと 考え

る よ う にな っ たｻ 。 ア ンケ ー ト の項目に 「生徒の背景 を理

解でき る」 (筆者注 : 項目19 「子 ども の問題行動の背景 を

多面的に と ら え、 対応方法 を考え るこ と がで き る」 ) と い

う のがあり 、 イ ベ ン ト に参加 し て、 ｫ 表面上には分から な

いこ と も あ る と 思う よ う にな っ たｻ 。 来年度は友人 と 適応

指導教室に行 く こ と に決めた。

他の学生や先輩 を見 ていて、 ｫ ひと つの活動で も い ろい

ろかかわり 方があ るｻ こ と に気づいた。 コ ツ コ ツ真面目に

取り 組む人、 楽 し みながら も状況を把握 し ている人。 同 じ

ブ ースの先輩は、 子 どもが来ない時間にい ろ んな話 を し て

気 を遺 っ て く れた。

地味 な ブ ース だ っ たが、 男の子がや っ て い る の を褒めて

盛り 上げた ら来 つて く れた。 再訪 し て く れた と き、 ｫ こ ん

な単純な んで も いい んやｻ と 思 っ た。 子 ども には個人差が

あ り 、 時間がかかる場合 も あ るけ れ ど、 ｫ こ ち らか ら歩み

寄れば返 し て く れるのが嬉 しかっ たｻ 。 ｫ子 ども たちの立

ち位置ｻ のよ う なも のも見るこ と がで き た。

ゲ ームを先輩 と 一緒に な っ て一か ら創 り 上げてい く こ と

が楽 し か っ た。 ｫ こ う すれば面白い と 思 っ てやっ ていて も

外れる。 で も 、 こ んな んでいいのかな と 思 っ て も楽 し んで

く れるｻ 。 

c さ んは 1 年生だが、 そ れゆえ多 く の学 びがあ っ た よ

う で あ る。 子 ども た ちが不登校に な る背景や、 子 ど も た

ちの空間内の関係性に考え を巡, らせた り 、 イ ベ ン ト への

関与の仕方は人そ れぞれで あ っ て も よ い と い う こ と を発

見 し たり し た。 こ ち らの予測や想像を超え た と こ ろに子

ども た ちが反応す る こ と は、 授業実践のなかで た びた び

経験 さ れるこ と であ る。 こ のイ ベ ン ト でのこ う い っ た気

づき は、 将来教貝 にな っ た と き、 子 ども の多様な視点 を

取 り 入れよ う と工夫す る授業実践へ と繋がっ てい く だ ろ

う 。 イ ン タ ビ ュ ーに現 れた c さ んの さ ま ざま な気づ き

は、 体験的な学びが学生に大き なイ ンパク ト を与え る こ

と を示す例と し て考え る こ と がで き る。 
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( 4 ) D さ ん (学部 2 年生 ・ 女性 ・ 実行委員およ びブー

ス長)
ボラ ンテ イ ア ス テ ー シ ヨ ンに来 る よ う に な り 、 学校サ ポー

ト の ポ ラ ン テ イ ア に行 っ た り 、 「 ボ ラ ス テ 学生 ス タ ッ フ」

にな っ たり し て、 今年の 「子 ども フ ェ ス タ」 に参加 し た。

実行委員 にな っ たのは、 友人が実行委員長にな っ たこ と も

あ るが、 挑戦でき る こ と はす る と い う 今年の目標があ っ たc 
不登校の子 ども は暗い と か、 い じ め ら れてい る と かい う

イ メ ージがあ るが、 普通の子 ども と 変わら ない と 思 っ た。 

当日は一緒に実験 を し て、 子 ども たち と かかわれて楽 しかっ

た。

部活と の兼ね合いで苦労 し たが、 経験者の先輩からの助

言 も あ っ て、 みんなの ｫ軸ｻ にな っ て仕事 を割 り 振 るのも

ブース長の役割 だと 思う こ と ができ た。 上の学年 と も下の

学年 と も業がれたこ と を実感 し ている。 大学での人間関係

が広 く な っ た。

高校ま では自分のために全力 を注いで き たが、 他人のた

めに全力 を注 ぐのは今回が初めて。 教育大学にいて、 先生

と い う 目で見 ら れる よ う にな っ て、 責任 も增え た。 ｫ行動

一つ一つに重みがあ る と 思 う よ う にな っ て き たｻ 。 物事 を

ｫ一歩引いて見 ら れる よ う にな っ たｻ 。 

今回 2 年生に な っ て初めて参加 し た D さ ん も 、 A さ

んや B さ ん と 同 じ く 「長」 と し て リ ー ダー シ ッ プの取

り 方 を学んだよ う であ る。 先輩の助言を聞き入れる彼女

の素直 さ や謙虚 さ も、 こ の学びに繁がっ てい るのだ ろ う 0 

学校 ボラ ンテ ィ アでは不登校の子 ども と かかわる こ と は

ないため、 今回のイ ベ ン ト で直接ふれ合 う こ と で、 一般

的 なイ メ ー ジで はない自分 な り の像 を描け たので はない

だ ろ う か。 教師と し ての自覚の萌芽がすで に見 ら れるの

は、 おそ ら く 学校 ボラ ンテ ィ アで 「先生」 と 呼ばれる体

験 によ る も のだ ろ う 。 こ の点は、 1 日のみのイ ベ ン ト で

は難 し いかも し れない。 

3.4 考察

以上、 ア ンケ ー ト 調査 と イ ン タ ビュ ーに よ り 、 不登校

児童生徒支援イ ベ ント と教員の資質能力の関連を見てき

た。 ア ンケ ー ト 調査の教員養成ス タ ン ダー ドにおい ては、

イ ベ ン ト 前後によ り 自己評価の差は見ら れなかっ た。 し

か し イ ン タ ビ ュ ーでは、 リ ー ダー シ ッ プ (項目 3 ) 、 謙

虚 な姿勢 ( 項目 8 ) 、 組織に おけ る自 ら の役割の理解

(項目 9 ) 、 子 どもの特性の理解 (項目11) 、 子 ども同士

の関係の把握 (項目12) 、 子 ども と の信頼関係の重要性

(項日15) 、 教材 ・ 教具の工夫 (項日20) と い った資質能

力 と 言え る も のに言及さ れてい る。 こ のこ と を踏まえ、

自己評価の差が出なかっ た原因 をい く つか推測 し てみ

い と 思う 。 

た

まず、 こ のイ ベ ン ト 自体がそれほど教員の資質能力に

は影響 を及ぼす も のではなか っ た と 学生が評価 し た、 と

いう こ とが考え られる。 準備段階ではかなり の回数集ま つ
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て協働作業 をす るにせよ、 実際子 ども と ふれ合 う のは 1 

日だけであ る。 今回 ア ンケ ー ト 調査に選択 し た教員養成

ス タ ン ダー ド23項目は、 子 ども と の関係や子 ども への指

導のために必要な資質能力が多 く 含ま れてい る ため、 数

時間のふれ合いではそ う い っ た資質能力の向上があ っ た

と 実感で き なかっ たのではないか、 と い う のが、 有意差

が見 ら れなかっ た こ と に対す る ひと つの推測で あ る。

し か し、 上述 し た学生のイ ン タ ビュ ーの内容から は、

やはり 今回のイ ベ ン

み取れる。 た し かに

ト から多様 なこ と を学んだこ と が読

イ ン タ ビュ イ ーは実行委員 な どの中

心的役割 を担 っ た学生で、 またサ ンプル数も 4 例ではあ

るが、 著者らが指導貝 と し て参加学生の様子を見たり 、

個別に感想 を聞いたり す る限り 、 学生たちに と っ てこ の

イ ベ ン ト は大き な体験 だ っ たよ う に思われる。 と す る と 、

他に考え ら れるのは、 今回の参加学生は学部 1 ・ 2 年生

が多 く 、 こ う い っ た低年次の学生たちが自分たちの学び

や経験 を、 教員 養成ス タ ン ダー ド の項目に書かれてい る

よ う な こ と と し て言語化、 あ るいは分節化 (articulate) 
で き てい ないのではないか、 と い う こ と で あ る。 教員養

成ス タ ン ダー ドは入学時に配布 さ れる 「 ヵ リ キユラ ムマ ツ

プ」 には書かれてい る も のの、 その意味 を理解す るのは、

多 く の場合 「 リ フ レ ク シ ョ ンウイ ーク」 と 呼ばれる期間

の ク ラ ス ミ ーテ ィ ン グで、 教員 の指導 と 助言の も と 、 教

員養成ス タ ンダー ド項目 を熟読 し、 自 らの学 びや経験 を

教員の資質能力に関連付け る作業 を し た後のこ と だと 思

われる。 た と え ば 1 年 生の c さ んのイ ン タ ビ ュ ーの な

かで、 彼女は 「子 ども たちの立ち位置 を見 る こ と がで き

た」 と 語 っ てい るが、 実は彼女は 「そ こ から何が学べた

と かはないけ れど」 と い う 断り を付け加え てい る。 こ れ

はた と えば子 ども同士の関係の把握 (項日12) と し て考

え ら れる も のだが、 彼女はこ の気づき をそのよ う な資質

能力 と し て理解 し てい なかっ たので あ る。 イ ン タ ビュ ー

ではそのあ と 、 イ ン タ ビュ アーの指導員が 「教室のなか

の人間関係 を感 じ ら れた んやね」 と 、 彼女の経験 を教員

の資質能力 を表すこ と ばで言い直 し てい る。 こ のよ う な

作業 を通 じ て初めて、 自 ら の さ ま ざま な経験が教員の資

質能力 と し て分節化 さ れてい く と すれば、 イ ベ ン ト で経

験 し た多 く のこ と が未だ教員の資質能力 と し て言語化 ・ 

分節化 さ れない ま ま に な っ てお り 、 そ れが自己 評価の低

さ と し て現れて し ま っ た と は考え ら れない だ ろ う か。

さ ら に、 教員養成ス タ ン ダー ド項目の文言の重層性の

問題 も あ る。 教員養成ス タ ン ダー ド では、 ひと つの項目

に複数の状況や行為が入れら れてい る こ と が多 い。 た と

えば項日12 「子 ども同士の関係や仲間集団 を把握 し、 指

導に活かすこ と がで き る」 であれば、 【子 ども同士の関

係】 だけではな く 【仲間集団】 の把握も求めら れ、 また

【把握】 だけではな く 【指導に活かす】 こ と も求めら れ

てい る。 ア ンケ ー ト 調査 と い う 場面では、 長 く 複雑な文
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章 を じ っ く リ 読んで理解 し たう えで回答す るこ と はおそ

ら く 難 し く 、 煩雑に感 じ ら れた場合には、 適当に回答 さ

れる恐 れがあ る。 し たが っ て、 ア ンケ ー ト 調査で よ り 正

確 さ を求める と すれば、 よ り 一義的で直感的に把握でき

る よ う な文言によ る尺度開発の可能性 を考え てい く 必要

があ る。 し か し、 そ も そ も前回 と 今回の調査におい て、

なぜ教員養成ス タ ンダー ド を用い たかと い う と 、 将来的

に イ ン ス テ イ テ ユ ー シ ヨ ナ ル ・ リ サ ー チ ( Institutional 

Research, IR) での利用 を考え たか ら であ っ た。 本学の

場合、 IR で利用で き る デー タ は成績評価点、 教員養成

ス タ ン ダー ド の自己 評価得点 、 カ リ キ ュ ラ ムマ ッ プ と

GPA か ら 算 出 さ れ た TSS (Teachers' Standard-based 
Score) 、 卒業生調査、 就職状況な どが挙げ ら れる。 本調

査は教員の資質能力 と の関連から正課外活動の有効性 を

考察す るものであり 、 こ のよ う な正課外活動に係 る諸デー

タ を将来的に IR に取 り 込むこ と にな れば、 現在用い ら

れてい る教員養成ス タ ン ダー ドの項目 と 、 その 4 件法に

よ る自己評価 を踏襲す るのがよいのではないかと い う 意

図があ っ た。 しか し実際、 と り わけ低年次の学生に と っ

て教員養成ス タ ンダー ドの解釈が難 し い と すれば、 調査

には教員養成ス タ ンダー ド と 関連付け た簡易的 な尺度 を

開発す るか、 あ るいは教員養成ス タ ンダー ド項目の理解

を低年次から推 し進める こ と が必要と な る だ ろ う 。 ア ン

ケート 調査で教員の資質能力 を測定する方法は、 今後の

課題と し て考え ていき たい。

最後に、 教員の資質能力に対する自己評価の難し さ が

あ る。 今回のイ ベ ン ト の振り 返り で、 指導員であ る著者

らは、 参加学生の多 く が反省点 を口にす るのを聞い てい

る。 つま り 、 こ のイ ベ ン ト を通 じ て、 む し ろ自分にはま

だ さ ま ざま な能力が欠け てい るこ と を認識 し た と い う の

であ る。 こ う い っ た反省的な態度が、 自己評価が高ま ら

なか っ た と い う 結果に も素が っ たのかも し れない。 し か

し こ のよ う な省察は非常に重要であり 、 こ れこ そが自己

評価の重要な側面で も あ る。 教員の資質能力に関す る自

己評価の有効性はすでに ヨ ーロ ッパでは広 く 認めら れて

い る。 た だ し 、 こ のよ う な自己評価 を し た う え で 、 メ ン

タ 一や ピ アに よ る他者評価 を補完す る こ と が、 よ り 適切

な資質能力の自己理解のために推奨 さ れてい る 2。

以上のよ う に、 今回資質能力の向上について有意差が

見 ら れなか っ た こ と につい て考察 し て き た。 こ のこ と を

反省材料 と し て、 学生には自 らの体験や学びを、 教員あ

るいは社会人の資質能力に関連付け ら れるよ う な指導 を

今後も心掛け ていき たい。 しか し こ の調査自体には意義

がなかっ たわけ ではない。 こ の調査は、 そ も そ も 一イ ベ

ン ト を通 じ た学生の教員の資質能力の変化 を見る もので

はあ るが、 同時に、 学生が本学の目標と す る教師像を具

体的 に描い た教貝 養成ス タ ン ダー ド を知 る機会に も な っ

てい るので あ る。 そ し て今回のイ ン タ ビュ ーは、 指導員
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と の対話 を通 じ て、 自分たちの経験 を教員の資質能力 と

し て言語化 ・ 分節化す る手立 てに も な っ てお り 、 い わば

今回の調査は介入的 な も の と し て も 考 え ら れる ので あ

る 3。 学生のボ ラ ンテ ィ ア活動 を支援す る著者 ら に と っ

て何よ り も重要なのは、 ボラ ンテ ィ ア活動な どの正課外

活動 を通 じ て、 将来教員 と な る学生と し て、 社会人と し

て、 そ し て人間と し て学生が成長す る こ と であり 、 こ の

よ う な調査 を含め、 で き る限り の手段 と方法で、 その手

助け をす る こ と なので あ る。 

注

1 検定のための統計 ソ フ ト は Excel 2013およ び Excel
統計 Ver. 7.0を用いた。 以下の分析 も同様であ る。

2 Mayr 2012, p 51.
3 本調査のイ ン タ ビ ュ ー部分はエ ス ノ グラ フ イ ーの手

法に負 っ てお り 、 エ ス ノ グラ フ イ ーの 「介入」 ( inter-

vention) の概念につい ては、 Ang (1996) Chapter 4:
Ethnography and Radical Contextualism お よ び p lo t
参照。 
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